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※厳密には商業印刷にむけて
の専用製版ソフトがある

整理・閲覧ソフト
（Browser ソフト）

現像ソフト
（RAWソフト）

編集ソフト
（画像処理ソフト）

DIGITABLE 第 15 回勉強会レポート
2008 年 5 月 17 日　於：亀戸文化センター（美術室）

　

　　　　

デジタルフォト基礎講座「デジタルの基本フロー」　　　　　担当：高木大輔　講師

（事例研究）「仕事現場でのデジカメ利用法」　　　　　　　担当：廣田　清　会員

Photoshop 研究講座　「ハイダイナミックレンジ合成 / 他」担当：平野正志　講師

★デジタルフォト基礎講座「デジタルの基本フロー」
デジタルカメラの調整フロー / JPEG と RAW/ ホワイトバランス（色温度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：高木大輔（はじめに）
今月も新たに会員を迎え、本年度の手続き済み会員は
15 名となった。その他に数名のビジター会員がいて、
二年目の勉強会もすっかり定着してきた感がある。
…ということで、五月らしい爽やかな天気に恵まれた
いつもの第三土曜日、いつもの亀戸文化センターで、
まずは基礎講座から勉強会が始まった。

（要約）
＊デジタルカメラの基本フローとソフトの機能別役割
デジタルカメラで撮影したら、パソコンに取り込んで
調整して…　というのが我々の概念だが、実はデジカ
メユーザーの大半は調整もしないし、パソコンを使わ
ずに直接プリントしたりしている。（一番手っ取り早
いのはビデオコードで接続してテレビで鑑賞のみする
ことだ）こうしたことを思い出し、必ずパソコンで調
整するといった先入観を見つめなおそう。
＊ソフトの機能別役割
パソコンに取り込んでからも、フローごとにソフトの
役割領域がある。整理・閲覧ソフト（Browser ソフト）、
現像ソフト（RAW ソフト）、編集ソフト（画像処理ソ
フト）の三つに分かれるといっていいだろう。
この三つを統合した PhotoshopElements などもある
が、それぞれの領域は別々のエンジンで使い勝手に優
劣がある。仕事の能率化には、それぞれに自分にとっ
て最適なソフトを選ぶ必要があるだろう。



＊ RGBワークフロー
デジタルフォトの調整フローはカメラマン段階では
RGB のまま仕上げ段階まで推移する RGB ワークフ
ローが一般的になってきて、CMYK の調整フローは
商業印刷のためのプリプレス（＝製版）などの専門
領域に限られつつある。基礎講座では一年を通じこ
のフロー図に準じて解説をしていくが、今回は JPEG
と RAW の撮影時のフローについて確認しておこう。
JPEG では、ポジフィルムと同じように露出とホワイ
トバランスから仕上がり設定に注意を払って撮影する
必要があるが、RAW なら露出以外の撮影時の負担は
大幅に軽減される。

＊ JPEG と RAW
それぞれの長短をよく理解すれば同じカメラを全く性
格の違う２台のカメラとして目的に応じ使い分けるこ
とも可能だ。RAW 画像は RGB 全チャンネルの演算前
に描きだされた “生” の画像で、ソフト上での演算に
よる色や明るさに対する調整域が極めて広いものに
なっている。sRGB・Adobe RGB といった色空間さえも、
現像時に選択可能だ。
JPEG では今までと同じように露出とホワイトバラン
スに注意を払って撮影して、撮影後のポジの判別と同
じように、全体のバランスを眺めながら最適カットを
セレクトするのが、JPEG 本来の使い方ともいえる。

＊ JPEG の劣化と保存形式
もう一つ JPEG で注意するのは保存画質の問題だ。
JPEG は 8 × 8 ピクセルごとに画像信号を間引きなが
ら効率的な圧縮を行っているので、右例のようなブ
ロックノイズが宿命的に発生する。最高品質ではそれ
ほど目立たないが、品質係数を下げたり再保存を繰り
返せば顕在化してくる。このことを頭において JPEG
撮影画像・あるいは最終的に JPEG 保存する画像であっ
ても、作業中の繰り返し保存は PSD や TIF を選ぼう。

＊ホワイトバランス（色温度）
デジタル（特に JPEG 撮影）では画像の色彩の良し悪
しを決定付けるものなので、たいへん重要だ。オート
ホワイトバランス（AWB）のしくみから、限界があ
ることを理解しよう。しっくりかないなら “晴天” モー
ドを選ぶこと。尚、人物などではやや赤みの増す“曇天”
モードなども使い分けると便利だ。

****************************************************

RGB ワークフロー

JPEG の係数と再保存による劣化
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環境光

JPEG記録の場合は、撮影後のデー
タには補正などの手を加えないのが
基本。撮影時に全ての設定におい
て完璧を目指し、撮影後に手を加え
る必要がないように追い込む
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明るさ・色あいの補正
ゴミ取り

パースペクティブ補正
プロファイルの確認・埋め込み

撮影結果をモニタ上
で商品、あるいはプ
ルーフと比較するため
には、環境光を整える
ことが必須

写真館のポートレイト、作家の
個展用のプリントなどがファイン
プリントに分類される。印刷を
シミュレーションする必要はなく、
プリンタの持つ能力を最大限
活用して作成できる

RAWデータを使用することによってミスを減ら
し、最終的な品質をより高めることができる。
撮影時に留意するべき点は露出とホワイトバ
ランスのみだと言っても良い

プルーフ
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仕事の対象が印刷であるならば、プ
ルーフプリントによる確認は必須だ
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プロファイルの埋め込み

P6〜

　撮影する際にRAW記録かJPEG記録かを選択することで撮影
スタイルは大きく変化する。
　許容範囲の狭いJPEGによる撮影の場合、適正な露出やホワ
イトバランスを完璧に近い形で決定する必要があり、場合によっ
ては段階露光、段階ホワイトバランス撮影をしておくことも有効だ。
撮影後の処理を極力減らす努力をしよう。使用するカラースペース
（色空間）も撮影時に決定され、使用目的をあらかじめ了解して
おく必要もある。フォトグラファーとしての技量が試される撮影方
法でもある。
　RAW記録の場合は、露出に関してはオーバー1/2、アンダー
1絞り程度の余裕があり、ホワイトバランスもおおまかに合ってい

れば詳細なチューニングは後からでも不可能ではない。それ以外
に関しては階調情報を損なう可能性はあるにせよ、全てを撮影後
に好きなだけコントロールし直すことが可能となり、撮影時に気を
使う必要はない。かわりに撮影後の現像処理という工程が増える
ことになる。
　最近のRAW現像ソフトはごみ取り、パースペクティブ補正まで
その中に含むものも登場しており、RAW現像時に画像補正までも
行い、1工程で処理を終了できる場合もある。画像処理のワーク
フローの組み方しだいで撮影スタイルが決まるともいえるし、逆に
いえば、撮影スタイルを決定したときに、撮影後のワークフローも
同時に決定されるということになる。

▲

＊ RGBワークフロー（撮影～画像補正）
銀塩時代からすでに専門の商業印刷の製版工程はデジタルで作業されていたが、印刷の原理はCMYKの 4原色
なのでスキャニング後の調整もCMYKが基準であった。デジタルカメラやWEBデザインの普及により写真の
データ＝RGBデータとしての調整・流通基準が確立しつつある。印刷機の基準は依然CMYKであるが、カメ
ラマンやデザイナーの仕事の多くは事実上RGBで完結し、その変換・調整は最終の製版工程にゆだねられる。
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＊ JPEG と RAW
今日、多くのデジタルカメラでは JPEG と RAW
の二つのモードを利用できる。撮影容量以外にも
それぞれの特徴をつかんで的確に使い分けよう。
それぞれの長短をよく理解すれば同じカメラ
を全く性格の違う２台のカメラとして目的に
応じ使い分けることが可能だ。

＊ RAW のメリット
撮影後に増減感にあたる露出の調整、ホワイ
トバランスの調整やカラー調整を行いたいと
きは迷わず RAW を選択しよう。逆に言えば
撮影時に露出以外はあまり気にせずともよ
く、撮影に専念できるのが RAW のメリット
だ。RAW 画像は RGB 全チャンネルの演算前
に描きだされた“生”の画像で、ソフト上での
演算による色や明るさに対する調整域が極め
て広いものになっている。ソフトにもよるが
sRGB・Adobe RGB といった色空間さえも、
現像時に選択可能だ。

＊ JPEG の撮影フロー
それら撮影後の処理をしたくないなら JPEG
で、今までと同じように露出とホワイトバラ
ンスに注意を払って撮影する。この場合、露
出のブラケティングなどもかなり有効だ。撮
影後のポジの判別と同じように、全体のバラ
ンスを眺めながら最適カットをセレクトする
のが、JPEG 本来の使い方ともいえる。
もう一つ JPEG で注意するのは保存画質の問題
だ。JPEG は 8 × 8 ピクセルごとに画像信号を
間引きながら効率的な圧縮を行っているので、
右例のようなブロックノイズが宿命的に発生す
る。最高品質ではそれほど目立たないが、品質
係数を下げたり再保存を繰り返せば顕在化して
くる。このことを頭において JPEG 撮影画像・
あるいは最終的に JPEG 保存する画像であっ
ても、作業中の繰り返し保存は PSD や TIF を
選ぼう。

＊保存の形式と格納サイズ
画像には多くのファイル形式があるが、デジタ
ルカメラユーザーなら（各社の RAW ファイル
は別として）TIF、PSD（Photoshop 形式）、
JPEG の 3 つの形式を理解すればよいだろう。
同一画像をそれぞれのファイル形式で保存した
場合の「格納」サイズの目安＊は以下を参考に。
TIF（無圧縮）　　…展開サイズと同じ
TIF（LZW 圧縮）…60％前後
PSD　　　　　　…80 ～ 100％
JPEG 最高 12（もしくは係数 100）…40％前後
…………………………………………………
JPEG 最高 10（もしくは係数 85）＊ JPEG 最高 12 に対し…45％前後
JPEG 高 8（もしくは係数 65）＊ JPEG 最高 12 に対し…30％前後
JPEG 中 6（もしくは係数 50）＊ JPEG 最高 12 に対し…25％以下
JPEG 中 4（もしくは係数 35）＊ JPEG 最高 12 に対し…20％以下
JPEG 低 2（もしくは係数 15）＊ JPEG 最高 12 に対し…15％以下

JPEG FINE
上記で敢えて述べたよ
うに、掲載サイズでは
若干の差が感じられる
ものの、おそらく数十
センチも離せば見分け
はつかないだろう。
しかも 600％拡大とい
うことも念頭において
欲しい。これだけ見れ
ば充分な品質だ。
展開サイズは同じ
3.11MB だが格納サイ
ズは 1.03MB となっ
た。

Photoshop の JPEG
品質 2（低画質）
で再保存
上記を比較のために同
サイズのまま再保存
した。JPEG 特有のブ
ロックノイズがはっき
り見て取れる。しかし
これとて 1 ｍ以上距
離を離して見ればほと
んど見分けが困難だろ
う。展開サイズは同じ
3.11MB だが格納サイ
ズは一気に 116KB と
なった。

元画像
（PSD も同様）

RAW から現像後 TIFF
に書き出された無圧
縮のデータ。この場
合元の RAW は 4288
× 2448 ピクセルの
1200 万画素だが、掲
載のものは細部のピ
クセルが判別出来る
よう、1280 × 850 ピ
クセルの SXGA とし
ている。展開サイズ
は 3.11MB で TIFF の
格納サイズは無圧縮で
3.14MB、LZW 圧縮
で 2.01MB,PSD なら
2.77MB となる。

（下記 JPEG FINE との
細部比較）
階調性が優れており、
モデルの目鼻部分の質
感描写に差が見られ
る。まぶた付近の輪郭
などもやや滑らかに再
現されている。左の果
物篭では中央のブドウ
や濃いグリーンの葉の
特にシャドウ部の再現
に差が感じられる。

全体画像

部分（上記画像を 600％拡大）

＊形式ごとのファイルサイズの変化は、それぞれ省略の仕方が異
なるため、画像の情報密度によってかなり異なるのを理解しよう。
反面、同じ JPEG 同士なら係数の変化はかなりの目安になる。

オートホワイトバランス（AWB）のしくみ

▲
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＊ホワイトバランス（色温度）
色温度は物体が徐々に熱せられて暗い赤から黄色～白～ブルーに変化するという理論で絶対温度＝K（ケルビン）で
示される。ポジフィルム時代にはデーライト、タングステンのフィルム使い分けかフィルターワークに頼るしかなかっ
たが、デジタル（特にJPEG撮影）では画像の色彩の良し悪しを決定付けるものなので、もう一度理解しておこう。

オートホワイトバランス（AWB）
のしくみと限界
基本的には下図のように画面全体の色を混ぜ合わせ
て平均化したものを、ニュートラルグレーになるよ
う調整しているので画像内の色彩の偏りによってか
なり影響される訳だ。AWBでしっくりこない場合は
むしろ晴天モードなどで撮った方がいい場合もある
（最近のAWBにはこれに加えて勿論いろいろな工夫がされている）

晴天（太陽光）モード　（約 5500 ｋ）
ポジフィルムのデーライトタイプ感覚で安定して広く使える

曇天モード　（約 6500 ｋ）
おおざっぱな目安でしかないが、晴天に比べ赤みが増す　晴天で青みが強く感じるとき有効

晴天日陰モード　（約 7200 ｋ）
これも目安だが、さらに赤みが増す

タングステン（白熱電球）モード　（約 3200 ｋ）
電球の種類や経年変化でかなり違う　古くなったりデフューズすればさらに下がる

蛍光灯（この場合はニコンの白色）モード　（約 4200 ｋ）
こちらも蛍光灯の種類によってかなり違うので当たればもうけものといった感じだが…

朝焼け・夕焼け
2500K

タングステン電球
3000 ～ 3200K

太陽光
5000 ～ 6000K

曇り空
6500K

晴天の青空
11000K

画像内の緑分が
強ければ、AWB
の値は（緑の反
対側の）マゼン
タっぽくなりが
ちだ

上記のような場合、晴天モード（左写真）が少々冷たく
感じられるなら、むしろ曇天モード（右写真）を使用し
たほうが良いかもしれない

白熱電球で照らされた
店内の場合、晴天モー
ドでは肉眼以上にこの
よううに赤く写る

タングステンモード
ならこのように補正
される　こうした店
内などでは多くの場
合、タングステンの
設定以上に色温度が
ひくいので、補正後
も多少の赤みが残り
かえって好都合だ

今月は以上！　ではまた来月☆
DIGITABLE 基礎講座 200805：高木



★ 事例研究「仕事現場でのデジカメ利用法」　担当：廣田　清　会員

発表する廣田清会員

デジタブル恒例の会員持ち回りによる事例発
表。廣田清会員は大手フィルムメーカー系列の
会社に勤務し現在は品質保証部に所属。工場内
の部品品質全部をカバーし、受検～部品不良の
フォロー、メーカ指導等が主な業務とのことだ。

（要約）
部品品質関係の仕事をしている関係で、部品不
具合が製造工程等から挙がってくる。この時に
部品メーカに電話で不具合内容を言葉で説明す
るには難しいので、デジカメで撮った画像を纏
めて、『Ｅメール』で添付することにより、不
具合物を送らなくても、容易く理解してもらう
ことが可能だ。
デジカメ写真の利点としては、不具合内容が
メーカに容易に理解してもらえる、説明文章と
合わせて利用すれば、この蓄積が後日知見と
なって活用される、不具合現品はメーカに戻す
為、不具合情報が手元に残らないので、デジカ
メ写真を撮ることは後日の記憶忘れおよび証拠
になる…等々、数多い。またデジカメ写真なら
サイズ、色合い変更等の処理を簡単に出来ると
のことである。

★
現物の “不具合リスト” を数多く見せていただ
いたが（ここでの掲載は差し控える）、不具合
部のアップから全体の写真・図面などが対比さ
れ、たいへんに分かり易いものであった。機能
と設計が複雑化し、かつ日本人の外見重視と完
ぺき主義の国民性も相まって？部品等の品質基
準が高まる中、供給メーカー～受け入れ先双方
のご苦労がしのばれる。デジタルカメラがさま
ざまな産業分野の中で、日常必須の道具となっ
ていることをあらためて実感するとともに、日
本の産業の根幹ともいえる物づくりの現場から
の切実な報告に、会員一同深く考えさせらる内
容であった。

「年々外観品質がうるさくなり、機能品質的に
は問題なくても、少しのキズで外観品質でＮＧ
になり、廃却している現状である。こういった
点が緩和出来れば、コスト的にも環境にもやさ
しくなる。部品品質担当者として、世の中が、
ECO の方向にシフトして欲しいものだと願って
いる」とは廣田氏の実感からの結語である。

※「今月の一枚」コーナーに廣田氏のロマン街道 “国
道 58 号線” を掲載。
**********************************************

不具合写真の例

不具合意識の説明にも熱が入る



★ Photoshop 研究講座○ハイダイナミックレンジ合成
○コンタクトシートⅡ○ニコン D300 のノイズ除去検証他担当：平野正志　講師

HDR に統合に使用のターゲット画像と完成画像

HDR ( )

HDR

OK

ok

Ok

PSD

（要約）
＊HDRに統合 ( ハイダイナミックレンジ画像に合成 )

「HDR に統合」はコントラストが高く明暗を同時には
撮影できない場合などに、オーバー、アンダー露光の
数枚の良い部分のみを合成して擬似的にダイナミック
レンジを広げるものだ。三脚を使用し同じ被写体を露
出を変えて数枚撮影し、ソースファイルを選び OK を
クリックすると各ファイルを自動処理で統合してく
れる。出来上がった画像は 32 ビットで出来上がって
いるので、16 ビットに変換 更なる調整はその後 PSD
ファイルでおこなうとよい。何種類かの露出からの合
成を試みたが、露出の組合わせにより微妙なニュアン
スの違いが生じた。幅広い露出を組み合わせたものは、
ヒストグラムの左右の広がりがひろくなるが、中間に
近い露出を組み合わせたもの方がその後の調整はやり
やすそうだ。
＊ハイライトシャドーの合成
ハイライトとシャドー両方を一度の撮影で表現 しに
くいライティング状態の時、ハイライトを基準にして
露光を与えた一枚と、シャドーを基準にして露光を与
えた一枚を撮影する。一枚の画像をもう一枚の上にド
ラックし、レイヤーを重ね上のレイヤーの透明度を変
えてみてちょうどよいところを選ぶ。
＊レイヤーの自動合成による合成
二つの写真をレイヤーに重ね、明るすぎる部分暗す
ぎる部分など合成で省略したい部分、それぞれに不
要部分にキズをつけ、両方のレイヤーを選択した状
態で自動合成する。結単純なマスクによる合成のた
め作例では、文字の明るさが不自然に合成されてい
るが、被写体によっては OK なのではないだろうか。
＊フォトショップ・コンタクトシートⅡ
コンタクトシートⅡも自動処理の中にある。自動処
理はフォルダー内の画像を一枚を読み込んだ上で縮
小し、サイズ指定した新しいファイルに貼り付け、
レイヤーを統合して、次のファイルを読み込む…を繰
り返すことになるので RAW ファイルなどではたいへ
ん時間がかかる。しかし JPEG だけでなく一度加工し
て保存した PSD データや PDF データも読み込むこと
も出来る。 またコンタクトシートファイルとして保
存できるのが大きな特徴だ。

その他「D300 ノイズ除去の効果」、（前回の基礎講座
で触れた）「シグマ製 Foveon ダイレクトイメージセ
ンサー」などについてサンプルプリントを使った解説
もなされた。

HDR に統合におけるヒストグラムの違い

7

ハイライトシャドーの合成
shift

shift

Foveon センサーのサンプルを説明中の平野正志講師

HDR ( )

HDR

OK

ok

Ok

PSD



今月の一枚：廣田氏のロマン街道“国道 58 号線”（発表スライド撮影）
昭和 47 年、沖縄の本土復帰に伴い鹿児島から種子島、奄美大島を経由して
那覇市（明治橋）を終点とするルート。現在「沖縄から少しずつデジカメで
撮りながら北上中…」とのこと。

平野教室名物の“検分”の時間


